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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】套筒とねじ軸との摩擦力を低減できるリニアモ
ジュールを提供する。
【解決手段】潤滑支持装置を備えたリニアモジュールは
、台座と、２つのリニアガイドと、ボールねじと、移動
台と、支持ユニットとを含み、リニアガイド２は、台座
１に設けられ、レール２１とレールに対して移動可能な
複数のスライダー２２とを含み、ボールねじ３は２つの
リニアガイドの間に位置するように台座に設けられ、ね
じ軸３１とねじ軸に対して移動可能なナットとを含み、
移動台４はスライダー及びナットとそれぞれ連結され、
支持ユニットＡはスライダーと連結され、ねじ軸を挿通
させるための収容部１００を有し、収容部にはねじ軸を
挿通させるための貫通孔部を有する套筒７が配置され、
貫通孔部の内周面はねじ軸と接触し、貫通孔部には潤滑
部材９が配置される凹部が複数設けられ、潤滑部材はね
じ軸と接触し、内周面とねじ軸との接触面積をＡＳとし
、潤滑部材とねじ軸との接触面積をＡＬとするとき、５
０％≦ＡＬ／ＡＳ＜７０％を満たす。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　潤滑支持装置を備えたリニアモジュールであって、
　台座と、２つのリニアガイドと、ボールねじと、移動台と、支持ユニットとを含み、
　前記リニアガイドは、前記台座に設けられ、レールと、前記レールに対して移動可能な
複数のスライダーとを含み、
　前記ボールねじは、２つの前記リニアガイドの間に位置するように前記台座に設けられ
、ねじ軸と、前記ねじ軸に対して移動可能なナットとを含み、
　前記移動台は、前記スライダー及び前記ナットとそれぞれ連結され、
　前記支持ユニットは、前記スライダーと連結され、前記ねじ軸を挿通させるための収容
部を有し、
　前記収容部には、前記ねじ軸を挿通させるための貫通孔部を有する套筒が配置され、
　前記貫通孔部の内周面は、前記ねじ軸と接触し、
　前記貫通孔部には、潤滑部材が配置される凹部が複数設けられ、
　前記潤滑部材は、前記ねじ軸と接触し、
　前記内周面と前記ねじ軸との接触面積をＡＳとし、前記潤滑部材と前記ねじ軸との接触
面積をＡＬとするとき、ＡＬとＡＳが、５０％≦ＡＬ／ＡＳ＜７０％の関係式を満たす
　潤滑支持装置を備えたリニアモジュール。
【請求項２】
　請求項１に記載の潤滑支持装置を備えたリニアモジュールであって、
　前記套筒の硬度がＨＲＣ５８未満である
　潤滑支持装置を備えたリニアモジュール。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、リニア伝動モジュールに関し、特に潤滑支持装置を備えたリニアモジュール
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、支持機構を備えたボールねじであって、ボールねじと、支持機構とを
含み、該ボールねじは長尺状のねじ軸と該ねじ軸に装着されるナットとを含み、該支持機
構は支持モジュールとレールとを含み、該支持モジュールは２つの支持ブロックとローラ
ーと滑り座を含み、支持ブロックは支持溝とローラーを枢設するための取付部とを含み、
該ローラーの回転軸芯は２つの該支持ブロックの軸方向の長さの１／２の位置にあり、２
つの該支持ブロックはそれぞれ該滑り座に固定され、且つ、該支持溝は対向して設置され
、該支持溝と該ねじ軸の表面が接触し、且つ２つの該支持ブロックの該支持溝は同じ輪郭
を有し、該滑り座は該レールに套設され、該レールに対して相対的に移動可能である、支
持機構を備えたボールねじが開示されている。また、該支持溝にはさらにブッシュを配置
してもよく、該ブッシュの材質は、支持ブロックよりも軟らかい材質、例えば、支持ブロ
ックの材質が鉄である場合は、該ブッシュの材質はプラスチックとすることができ、該ブ
ッシュは多孔性材質又は複数の凹溝とすることで、ブッシュに潤滑油を貯蔵させて、ねじ
軸と接触する摩擦力を低減することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】台湾（実用新案）特許公告第Ｍ５０３４９８号
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献には、ブッシュに潤滑材又は支持ブロックよりも軟らかい材質を使用可能
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であることが教示されているが、実際の使用では、該ブッシュは剛性に問題があることが
多く、ねじ軸を安定して支持できないという結果をもたらしてしまい、解決すべき課題が
残されている。
【０００５】
　上記課題に鑑みて、本考案の目的は、主に、ねじ軸を効果的に支持できる套筒を提供し
、且つ、套筒とねじ軸との摩擦力を低減できる套筒に係る構成を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本考案に係る潤滑支持装置を備えたリニアモジュールは、
台座と、２つのリニアガイドと、ボールねじと、移動台と、支持ユニットとを含み、前記
リニアガイドは、前記台座に設けられ、レールと、前記レールに対して移動可能な複数の
スライダーとを含み、前記ボールねじは、２つの前記リニアガイドの間に位置するように
前記台座に設けられ、ねじ軸と、前記ねじ軸に対して移動可能なナットとを含み、前記移
動台は、前記スライダー及び前記ナットとそれぞれ連結され、前記支持ユニットは、前記
スライダーと連結され、前記ねじ軸を挿通させるための収容部を有し、前記収容部には、
前記ねじ軸を挿通させるための貫通孔部を有する套筒が配置され、前記貫通孔部の内周面
は、前記ねじ軸と接触し、前記貫通孔部には、潤滑部材が配置される凹部が複数設けられ
、前記潤滑部材は、前記ねじ軸と接触し、前記内周面と前記ねじ軸との接触面積をＡＳと
し、前記潤滑部材と前記ねじ軸との接触面積をＡＬとするとき、ＡＬとＡＳが、５０％≦
ＡＬ／ＡＳ＜７０％の関係式を満たす。
【０００７】
　また、好ましくは、前記套筒の硬度がＨＲＣ５８未満である。
【考案の効果】
【０００８】
　本考案においては、上記套筒及び上記潤滑部材と上記ねじ軸との接触面積の範囲を定義
することで、このような範囲に係る構成の套筒に優れた剛性と低い摩擦抵抗を持たせる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本考案に係る潤滑支持装置を備えたリニアモジュールの分解斜視図である。
【図２】本考案に係る潤滑支持装置を備えたリニアモジュールの組立図である。
【図３】本考案に係る潤滑支持装置を備えたリニアモジュールの断面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１０】
　図１から図３を参照されたい。本考案に係る潤滑支持装置を備えたリニアモジュールは
、台座１と、２つのリニアガイド２と、ボールねじ３と、移動台４と、支持ユニットＡと
を含む。リニアガイド２は、台座１に設けられ、レール２１と、複数の、レール２１に対
して移動可能なスライダー２２とを含む。ボールねじ３は、２つのリニアガイド２の間に
位置するように台座１に設けられ、ねじ軸３１と、ねじ軸３１に対して移動可能なナット
３２とを含む。ねじ軸３１の両端は、それぞれ軸受座８によって支持される。移動台４は
、スライダー２２及びナット３２とそれぞれ連結される。支持ユニットＡは、スライダー
２２とそれぞれ連結され、ねじ軸３１を挿通させるための収容部１００が設けられる。本
実施形態において、支持ユニットＡは、上支持部材５と、下支持部材６とを含む。上支持
部材５には半収容部５１が設けられ、下支持部材６には半収容部６１が設けられ、上支持
部材５の半収容部５１と下支持部材６の半収容部６１とで収容部１００を構成する。上支
持部材５と下支持部材６とは、複数のねじＧによって固定される。ねじＧは、上支持部材
５の挿通孔５２を挿通してから下支持部材６のねじ孔６２に螺合されて、上支持部材５と
下支持部材６とを結合する。収容部１００には、套筒７が配置される。套筒７は、ねじ軸
３１を挿通させるための貫通孔部７１が設けられる。貫通孔部７１の内周面７１１は、ね
じ軸３１と接触する。貫通孔部７１には、複数の凹部７２が設けられる。凹部７２は、潤
滑部材９を配置するためのものである。潤滑部材９は、ねじ軸３１と接触する。内周面７
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１１とねじ軸３１との接触面積をＡＳとし、潤滑部材９とねじ軸３１との接触面積をＡＬ
とするとき、ＡＬとＡＳは、５０％≦ＡＬ／ＡＳ＜７０％の関係式を満たす。套筒７の硬
度はＨＲＣ５８未満である。
【００１１】
　以上のように、本考案が「産業上の利用可能性を有する」ことには疑いの余地がない。
また、本実施例において開示した技術的特徴は、出願前に刊行物に掲載されたことも、公
開使用されたこともなく、上記の効果増進の事実を有するだけでなく、付加的な効果も見
損なうことができない。よって、本考案の「新規性」及び「進歩性」は実用新案法規の規
定を満たしており、法に従って実用新案登録出願をするので、審査を通じて早期に登録が
されることを期待する。
【００１２】
　以上の実施形態による開示は本考案を説明するためのもので、本考案を限定するもので
はない。従って、数値の変更や等効素子の置換等は、いずれも本考案の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００１３】
　１　　　　　　　　　　　　台座
　２　　　　　　　　　　　　リニアガイド
　２１　　　　　　　　　　　レール
　２２　　　　　　　　　　　スライダー
　３　　　　　　　　　　　　ボールねじ
　３１　　　　　　　　　　　ねじ軸
　３２　　　　　　　　　　　ナット
　４　　　　　　　　　　　　移動台
　５　　　　　　　　　　　　上支持部材
　５１　　　　　　　　　　　半収容部
　５２　　　　　　　　　　　挿通孔
　６　　　　　　　　　　　　下支持部材
　６１　　　　　　　　　　　半収容部
　６２　　　　　　　　　　　ねじ孔
　１００　　　　　　　　　　収容部
　７　　　　　　　　　　　　套筒
　７１　　　　　　　　　　　貫通孔部
　７１１　　　　　　　　　　内周面
　７２　　　　　　　　　　　凹部
　８　　　　　　　　　　　　軸受座
　９　　　　　　　　　　　　潤滑部材
　Ｇ　　　　　　　　　　　　ねじ
　Ａ　　　　　　　　　　　　支持ユニット
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